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始めに
この度は、ストライク3ハーネスをお選びいただき、誠
にありがとうございます。皆様と同じ情熱を共有でき
ることを大変嬉しく思います。

スップエアーは1984年以来、フリーフライト用具の設
計、製造、販売を行ってきました。スップエアー製品
をお選びいただくことで、40年以上にわたる専門知
識、革新性、そしてお客様第一主義の恩恵を受けるこ
とができます。これは、継続的な改善と高品質な製品
づくりという、私たちの理念でもあります。

以下に、機材の操作方法、安全設定、点検についてご
説明するマニュアルを掲載しております。包括的で分
かりやすく、そして読みやすい内容を目指して作成い
たしましたので、ぜひご一読ください。

スップエアーが提供する、情熱を共有するパラグライ
ディングの世界へようこそ。

ストライク3は、軽量かつ高性能なフライトの世界へ足
を踏み入れるのに最適なハーネスです！ストライク2と
ディライト5をベースに設計された本モデルは、ハイク
＆フライやクロスカントリーを楽しむパイロットを対象
としています。そのため、パラグライダーの十分なト
レーニングを積んだ経験豊富なパイロットに向けた製品
となっています。快適性と軽量化を重視し、設計や素材
の選定が行われました。

ストライク3ハーネスは、搭載重量、最大1２0 daN（約
1２0kg）でEN 1651+A1およびLTF 91/09の認証を取
得 しています。また、指令89/686/EECに準拠したCE
認証 も取得しています。この製品は、欧州規格EN
1651+A1 の衝撃保護要件を満たしており、欧州の安全
基準に適合 しています。

この取扱説明書をお読みになった後、初飛行の前にシ
ミュレーターにつり下がりハーネスのテストを行うこと
をお勧めします。

ストライク3は軽量素材で設計されています。シュー
レースフックが付いたブーツやアイゼンは着用しないで
ください。スピードバッグに引っかかって破損したり、
ラインやテープに絡まる可能性があります。

弊社ウェブサイト www.supair.com では、本製品に関
する最新情報をご覧いただけます。ご不明な点がござ
いましたら、お気軽に弊社の提携販売店までお問い合
わせください。もちろん、スップエアーチーム一同、 
info@supair.com にていつでもご質問にお答えいたしま
す。

皆様のフライトが安全で楽しいものとなることを心よ
り願っております。

スップエアーチーム

i アドバイス

! 警告！

! 危険！！

注意：この取扱説明書を読むにあたって、手助けと
なる３つのアイコンがあります。
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スペック

ストライク 3 S M L

ハーネス重量 (kg) 2.02 kg 2.15 kg 2.28 kg

パイロット身長 (cm) 155 - 175 cm 170 - 185 cm 180 - 200 cm

パイロット体重 (最小-最大) (kg) 50 - 70 kg 65 - 85 kg 75 - 120 kg

認証最大搭載重量 120 dNa (約 120 Kg)

A 背もたれ高さ (cm) 60 66 72

B リクライニング調節高さ (cm) 35 38 41

C シート深さ (cm) 42 44 46

D シート幅 (cm) 32 32 36

E カラビナ高さ (cm) 47 47 48

F カラビナ間距離 (cm) 43 43 45

背部ポケット容量 64L 68L 70L

シート下部収納ポケット容量 5.5L (1kg max) 5.5L (1kg max) 6.2L (1kg max)

衝撃吸収システム インフレータブルバンプエア

使用目的 パラグライディングのみ

認証 EN 1651+A1:2020 - LTF NfL II 91/09

タンデム使用 (パイロットあるいはパッセンジャー) 否

トーイング 可

リリースカラビナ対応 否

レスキューコンテナー容量 (L) 2L ～ 4.8 L

A
B

C

D

E

F
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サイズチャート
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構成部品

ダイニーマ製レス
キューブライダル

レスキュートグル エーデルリッド
AURAカラビナ

脱着可能背部補強
プレート

カンガルーポケット カーボンフット
プレート

可変スピードバッグ
用3段アクセル

カーボンシート
プレート

ストライク3用
バンプエア

収納バッグ リペアキット

2

2

ハーネス本体1

6

6

10

10

4

4

8

8

12

3

3

7

7

11

5

5

9

9
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ハーネス外観図

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

ソフトコックピット

レスキュートグル

メインハングポイント

サイド収納ポケット

背部収納ポケット

カンガルーポケット

7

8

8

10

10

12

9

9 11

チェストベルト調節

リクライニング角度調節

肩ベルト調節

レスキューブライダル取り付けポイント

アクセルシステム用プーリー

ストライク3用バンプエア

11

12

7
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アクセサリーのセットアップ
適応するカラビナ：
エーデルリッドオーラカラビナ
商品コード：MAILMOUSAURA

カラビナをメインテープに通します。 カラビナをスピードバッグに設けられた
専用のスリットに通します。

カラビナ

1 2

フットプレート

適応するフットプレート：
カーボンフットプレート
商品コードS/M : MPPL010
商品コードL/XL : MPPL024

スピードバッグの先端を
折り返し、フットプレー
トのポケットにアクセス
します。

プレートの上部をフラッ
プに差し込み、しっかり
と固定します。

フットプレートの狭い
ほうが下になるように
ポケットに挿入します。

1 42

幅の広いほうを上側に、
狭いほうを下側にします。!

飛行方向
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ポケットにシートを挿
入します。

ベルクロを貼り付け、
ファスナーを閉めます。4 5

シート下部のポケットの
ファスナーを開きます。

バンプエアポケット
のファスナーを開き
ます。

中央のポケットを見つ
け、ベルクロをはがしま
す。

ストライク3は、シートプレート有り、あるいは無しの
どちらでも使用することが可能です。

シートプレート有りではより堅固な感覚と効率的な体
重移動をもたらします。ハーネスからはより多くの情
報が伝えられより正確になります。また通常の飛行形
態から逸脱した際のコントロールは容易になります。
シートプレートがあるとサイドからの圧迫がないので
より快適になります。

一方シートプレート無しでは座り心地がソフトにな
り、ハングポイントがわずかに上がります。従って
ハーネスはよりニュートラルな感覚になり安定性が増

シートプレート

1 2

3

します。シートプレートが無いと腰回りのホールド感が
増します。

しかしながら通常の飛行携帯から逸脱した際は、シート
プレートが提供してくれるサポート
ならびに正確さがないため正確なブレークコントロール
が必要になることに注意してください。

適応するシートプレート：
カーボンミニシートプレート
商品コードS / M : MPPL021
商品コードL / XL : MPPL025

上

下

前

後
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背部収納ポケットのファス
ナーを開け、背部補強プレー
ト用のポケットを見つけま
す。

取り外し可能な背部補強プレートを外せば、よりアク
ティブな用途に対応できます。そうすることでハーネ
スが軽量かつコンパクトになり、パッキングもしやす
くなります。

補強プレート用ポケッ
トのファスナーを開き
ます。

ポケットに補強プレートを挿
入し2つのファスナーを閉め
ます。

背部補強プレート

1 2 3

i
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シート下部のポケットの
ファスナーを開きます。

ポケットにバンプエアを挿
入します。

次に、右肩にある専用の
チューブ通しにチューブを通
します。

ポケットのファスナーを
閉めます。

次に、右の肩ベルトにある
2つ目のチューブ通しに
チューブを通します。

チューブをハーネスの右サイ
ドにあるゴムループに通しま
す。

バンプエア用のポ
ケットのファスナー
を開きます。

ポケットの後ろからチュー
ブを引き出します。

ストライク3は専用のバンプエアを装着して使用しなければなりません。
チューブがねじれたり折れ曲がったりしていない
ことを確認してください。

インフレータブルバンプエア

1

4

7

5

8

6

2 3

適応するプロテクション： ス
トライク3専用バンプエア
商品コード： MPPP061

!
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アクセル 適応するアクセル：
可変スピードバッグ用3段アクセル
商品コード：ACCEL3B

!

固定用ゴム紐をフットプレー
ト下部のループに通し、結び
目を作り固定します。

ロープ先端にブルンメルフッ
クを取り付けて、グライダー
のアクセルシステムに接続で
きるようにします。フックを
使わずにヒバリ結びを使用し
ても構いません。

反対側も同様にします。
取り付け状態を確認して
ください。

アクセルロープを、ハーネスの側
面にあるプーリーに通します。そ
の際、アクセルロープを他のロー
プやテープよりハーネスの内側に
来るように保ってください。

アクセルロープをスライド
させて加速をシミュレート
し、アクセルシステムが正
しく機能していることを確
認してください。

警告：アクセルロープの長
さが短かすぎないか確認し
てください。大変危険で
す。アクセルを作動しない
状態でアクセルロープにテ
ンションがかかるようでは
ロープは短すぎます。

スピードバッグの側面パネ
ルにあるスリットからコー
ドを引き出してください

1

4

1B 2

3 i
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レスキューコンテナーの特徴

インナーコンテナーにトグルを取り付ける

以下の説明を注意深くお読みください。最初の
レスキューの収納は、その方法を熟知している
専門家によって行われるように忠告します。レ
スキューのハーネスへの収納はこの取扱説明書
の指示通りに行ってください。それ以外の方法
に起因する事象に対しての責任は負いかねます。

• 容量は２～４．８L
• スップエアーのシャイン、フルードライトエヴォ、

X-ライトに適合するほか他のソロ用 レスキューにも
適合します

レスキューパラシュートは、ストライク３専用の
トグルを使用して取り付ける必要があります。組
み立てができるよう、トグルとレスキューパラ
シュートを並べて準備してください。

トグルをインナーコンテナーのサイドにあ
る取り付けループに通します。1 2

レスキューのセットアップ
!

レスキューパラシュートの大きさはパッキング方法に
より異なります。我々はスップエアーのパラシュート
でコンテナーサイズを確認しています。他のパラ
シュートも対応すると考えられますがシステム全体が
正しく機能するかの確認はご自身で行って下さい。

ストライク３ S, M および Lサイズ
適合する
レスキュー

S M L

シャイン Yes Yes Yes

フルードライト
エヴォ

Yes Yes No

X-ライト80-95-110 Yes Yes Yes
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ヒバリ結びで取り付けます。

レスキューパラシュートをハーネス
に組み込まれているコンテナーに挿
入する準備が整いました。

結び目を締め上げます。
3

5

4
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ハーネスにブライダルを接続する

左肩上部にあるブライダルガイドスリーブの
ファスナーを開けると、レスキューブライダ
ル取り付けループにアクセスできます。

レスキューブライダルの大きいほうのループ
をレスキューブライダル取り付けループに通
します。

レスキューブライダルの小さいほうのループ
に大きいほうのループを通してヒバリ結びと
します。

結び目を締め上げ、反対側も同様にします。

レスキューブライダルの最終位置が下の図のよ
うな格好になっていることを確認してくださ
い。

結び目がしっかりと締められていることを確認して
ください。

1 2

3 4

5 !
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以下の説明を注意深くお読みください！最初の
レスキューの収納は、その方法を熟知している
専門家によって行われるように忠告します。

レスキューをハーネスのコンテナーに収納する

!
レスキューのパッキングおよびハーネスへの収納はこの
取扱説明書の指示通りに行ってください。そうしない場
合に対する責任は負いかねます。

レスキューコンテナーの最適化：収納後レスキューパ
ラシュートがしっかりと固定され、ポケット内でねじ
れないように、レスキューパラシュートのパッキング
容量に合わせて収納する場所を選択します。
2  – 3.9 L: 小さいほうのポケット
4  – 4.8 L: 大きいほうのポケット
適切なサイズのポケットを使用することで、ハーネスを
保管する際、ポケット内でパラシュートがねじれるのを
防ぐことができます。

i

レスキューパラシュートとレスキューブライダルを接続する

レスキューライザーをレスキューブライダ
ルのループに通す。

レスキューパラシュートをレスキューライザー
に通す。

結び目を締め上げる。

1 2

3
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肩から伸びているブライダルスリーブファス
ナーのスライダーをファスナーの端まで移動
します。トグルだけがコンテナーから出てい
るようにします。

レスキューパラシュートをポケットに収納しま
す。トグルのヒバリ結びが自分に向いているこ
とを確認します。

スライダーをファスナーの中央あたりまで
スライドします。

右側のファスナーを閉めます。

32

4

7

白色のループを対応するハトメに通し、その
ループに左側の黄色いケーブルを差し込みま
す。

5

左側のケーブルを、赤いポケットの奥まで確
実に差し込みます。トグルのテープはコンテ
ナーにしまい込んでください。

6
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右側のケーブルも同様に作業し、ケーブルが赤
いポケットの奥まで差し込まれていることを確
認します。

シミュレーターにぶら下がり、少なくとも1
回の引き出し試験を実施して、組み込みが正
しく行われたかを確認してください。

判断に迷う場合は、専門家に組み込み状態を点検して
もらってください。パラシュートのパッキング容量は
変化する可能性があるため、実際に引き出しテストを
行い、パラシュートポケットが正常に機能することを
確認してください。このテストは6ヶ月ごとに実施する
必要があります。

注：ここでの「引き出しテスト」は、レスキューパラ
シュートを実際に展開することを意味するものではあ
りません。パラシュートはインナーコンテナーに収納
された状態のまま引き出されることを確認します。

黄色のケーブルの輪をそのために設けられた
スリットに差し込みます。

最終的な設置状況が下図のようになって
いることを確認してください。

8 9

10 レスキュー引き出しテストは必須

!
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カンガルーポケット

背部収納ポケット

ソフトコックピット

アクセサリー用安全クリップ＋無線
ケーブル取り出し口を装備する左サイ
ド小ポケット

左シート下部に尿排出用チューブスリット

3

3

2

2

1

1

4 5

4

5

収納およびガジェット



User manual

20

背部収納ポケットを
開きます。

収納バッグにハー
ネスを収めます。

スピードバッグを
たたみ込みます。

テールフィンをポ
ケットに収納します。

バッグ上端のロー
ルトップを巻いて
締めます。

スピードバッグのサ
イドをたたみます。

全体を圧縮します。

1

4

7

2

5

8

3

6

コンパクトなたたみ方

背部を下にしてハー
ネスを置きます。
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ハーネスの調節

!

重要：初めてフライトする前にシミュレー
ターにぶら下がってハーネスの調節をする
ことを推奨します。

チェストベルトの長さ調節 肩ベルトの長さ調節

リクライニング角度調節

1 2

3 4 スピードバッグの調節
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– 締めるとより背中が起きた状態になります。
– 緩めるとよりリクライニングした状態になります。

肩ベルトの調節

緩める

緩める締める

締める

i

肩ベルトの長さを調節するには調節用のバック
ルを使用します。

肩ベルトにかかるプレッシャーはフライト中の
快適さに大きく影響します。適切な長さに調節
することが重要で、長すぎても短すぎてもいけ
ません。きつくならずに、かつ上体を心地よく
サポートするように調節してください。

ハーネスの調節
リクライニング角度調節



User manual

23

21 両足をまっすぐ伸ばし、シートにしっか
　　りと座り込みフライトの姿勢を取ります。

膝が伸び切らない程度に足がまっすぐ
なるようにかかと側のロープを調節し
ます。

しっくりくるようにつま先側の
ロープを調節します。

正しく設定出来たら、設定が変わらない
ように接続部分をきつく締めあげて固定
します。

ハーネスが前傾している場合：
- スピードバッグの長さ調節ロープが

長すぎる
- 肩ベルトの長さが短すぎる

ハーネスが後傾している場合：
- スピードバッグの長さ調節ロープが

短すぎる
- 肩ベルトの長さが長すぎる

スピードバッグの調節

ベルトの長さが短すぎたり長すぎた
りしたら、接続位置を動かします。i

つま先

かか
と
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エーデルリッド製
オーラカラビナ

飛行方向

アクセルの接続

ハーネスとグライダーの接続

ライザーがツイストしないようにハーネス
のカラビナに取り付けます。

ライザーの向きが正しいか確認します：Ａ
ライザーがフライト方向の前側に来る様に
（右図参照）。

最後にカラビナが確実に締められているか
確認します。

アクセルを１２ページの説明にしたがって
セットアップします。

アクセル側のブルンメルフックとライザー側
のブルンメルフックを締結します。

アクセルが接続されたら、パイロットの体形
に合わせてアクセルロープの長さを正しく調
節します。

アクセルをフリーにしたときにアクセ
ルロープにテンションがかかっていな
い様にアクセルロープの長さを調節し
てください。

!
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1
両肩ベルトに腕を通
します。 2

5

チェストベルト左側の
金属製のピンを同色の
ループに通します。

チェストベルトの取り付け
状態が、下図と一致してい
ることを確認します。

3

64

7

安全ゴムループを金属
製ピンにかぶせて固定
します。

チェストベルトに付いている
赤い落下防止用ループに、左
のカラビナ近くの黒いアルミ
製バーを通します。

右側も同様にします。

スピードバッグのクリップ
を締結します。

黒いアルミ製のコックピッ
トバーを、赤い落下防止用
ループに通してください。

8 9

ハーネスの装着

肩ベルト脱落防止ベルト
を締結します。
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離陸前には必ず、すべて
の締結部が確実に締結さ
れていることを確認して
ください。

不明な点がある場合は、
手順を最初からやり直し
てください。

!10 11 これで安全にフライトする
　　準備が整いました。

1

チェストベルトに設け
られたループを確認し
ます。

反対側も同様にします。
カンガルーポケットにつ
いているクリップをその
ループに通してクリップ
を締結します。

2 3

カンガルーポケットの取り付け

カンガルーポケットの取り付けは、前掲ハーネ
スの装着のステップ６とステップ７の間で行い
ます。

コックピット両側のクリッ
プを肩ベルトについている
メスバックルと締結しま
す。
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交換部品
カーボンシートプレート
商品コード：S/Mサイズ: MPPL021,

Lサイズ: MPPL025

カーボンフットプレート
商品コード： S/Mサイズ: MPPL010

Lサイズ: MPPL024

レスキュートグル
商品コード：POISTK3

オーラカラビナ
商品コード：MAILMOUSAURA

スピードバッグ用3段アクセル２
商品コード：ACCEL3BSTD23B

ストライク３用バンプエア
商品コード：MPPP061
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フライト中の挙動
ストライク３の離陸時の大きな特徴は、あらゆる動きを伝
えてしまうシートボードを使用しない軽量構造が生み出す、
完全な動きの自由度です。単なる軽量ハーネスの枠を超え、
フリーフライトのあらゆる場面で優れた性能を発揮する、
真のオールラウンドなギアと言えます。

その真価は、極めて高い汎用性にあります。テクニカルな
ハイク＆フライに対応する超コンパクトさを備えつつ、ク
ロスカントリー飛行も十分にこなす性能を誇り、最適化さ
れた収納サイズと優れた耐久性により、ビバークフライト
の理想的なパートナーとなります。山頂を目指す場合であ
れ、長距離記録に挑む場合であれ、その日のミッションに
一切の妥協なく対応します。

安全性も効率性を高めるよう再設計されました。背面に
レスキューパラシュートを配置した新しいフレームとク
イックリリース・バックルの採用により、強い緊張下
や、厳しいテイクオフからの離陸であっても、装着が容
易になっています。

新しいハーネスのあらゆる特性を把握するために、最初
のフライトは、慣れ親しんだエリアで、穏やかな気象条
件のもとで行うことをお勧めします。
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フライトの各段階

• ハーネス及びカラビナが損傷していないかチェック。
• レスキューパラシュートのトグルのケーブルがレス
キューコンテナーのフラップを閉めるループに通され
ていることを注意深くチェック。

• 自分に合ったセッティングが変わっていないかチェッ
ク。

• 全てのファスナーおよびバックルが正しく閉められて
いるかチェック。

• アクセルが正しく調整されグライダーに接続ざれてい
るかチェック。

• レスキュートグルにラインや他の障害物が絡んでいな
いかチェック。

• カラビナがグライダーとハーネスを正しく締結し、
ゲートが確実に閉まっているかチェック。

!
グライダーが潰れるリスクが増大するのでアクセルの
使用は十分注意して行う必要があります。アクセル使
用に関するさらなる情報を得るためにグライダーの取
扱説明書を参照してください。アクセルの使用は、乱
気流に対して、より敏感になるので、大気が安定して
いる条件で斜面から離れた状況でのみ使用してくださ
い。アクセルバーを通してアクセルロープのテンショ
ンが減少したと感じたら、すぐにアクセルを戻し、僅
かにブレークを当ててください。そうすることで潰れ
るリスクを軽減することが出来ます。

i
アクセルを使用するには、一方のかかとで1段目のアクセル
バーを捉え、踏み込みます。その後もう片方の足を添えて
安定させるか、2段目のバーに足をかけさらに加速します。
さらなる加速には３段目バーを踏むこみます。アクセル
バーの踏み込みは左右均等になるようにします。アクセル
を戻すには、加速した時と反対に踏み込んだ足をゆっくり
と緩めてアクセルバーから足を離します。

!
ランディングアプローチに際しては、十分余裕を持っ
てスピードバッグから両足を出しておきます。その
後、立ち上がった姿勢に移行し、ランディングと共に
必要に応じて走り出せるようにします。
ランディングアプローチに際しては常に、気象コン
ディション並びにランディング場所に合わせて十分高
度に余裕を持って行ってください。ランディングアプ
ローチに入ったら急激あるいは過激な操作をしないよ
うに注意してください。
常にハーネスから腰を出し立った姿勢を取り、必要な
らば着地と同時に走り出せるように準備して、風に正
対して着地します。ファイナルアプローチに入ったら
気象コンディションに合わせて出来るだけ速度を速く
保ちます。地面が近づいてきたらブレークを漸進的に
引下げ、最後に着地するときに目一杯引き下げます。
ブレークを引き下げるのが早すぎたり急激すぎたりす
ると、急上昇したり失速したりして大変危険です。タ
イミングには十分気を付けてください。
強風時でのランディングに際しては、着地と同時に体
を半ひねりしグライダーに向き、ブレークを左右均等
に引きながらグライダーの方向へ近寄ります。着座姿
勢のままでランディングしないこと、大変危険です。

!

離陸前には必ず、本書25ページに記載されている手順
に従って、正しくハーネスを装着していることを確認
してください。
もし不安な点があれば、手順を最初からやり直してく
ださい。

!

• 離陸したらすぐに座らずに立った姿勢を保ち、
斜面から十分離れてからスピードバッグに足を入
れハーネスに収まるようにしてください。
• 斜面近くではブレークトグルを離さないように。
• スピードバッグに足を入れハーネスに収まる際
に間違ってアクセルを踏み込まないように注意し
てください。リーディングエッジが潰れる危険性
があります。

!
空中においてストライク３の挙動は直感的で安定して
います。
カラビナ間距離は気象条件に合わせ、グライダーメー
カーのガイドラインに沿って調節してください。

プレフライトチェック

!

テイクオフ

空中

アクセルの使用

ランディング
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レスキューパラ
シュートを使う

i
フライト中レスキュートグルの位置を頻繁に確認するこ
とを推奨します。そのために、意識しないでもトグルを
掴めるようになるよう定期的にレスキュートグルを掴む
動作を繰り返すことを推奨します。目で見なくてもレス
キュートグルをつかめる様にすることが肝要です。そう
することで緊急時にレスキューパラシュートを適切に引
き出すことが可能になります。
緊急時には、対地高度を適切に判断して下さい。対地高
度が十分にあるならばグライダーを回復させる方が良い
ことがあります。しかし高度がグライダーを回復させる
ほど十分でない、あるいは判断がつかない場合には、速
やかにレスキューパラシートを引き出してください。

!

レスキューパラシュートを投げる

力強くレスキュートグルをサイド方向に引き、レス
キューをコンテナーから取り出し、レスキュー全体（イ
ンナーコンテナーとトグル）を出来るだけ障害物のない
空域へ向けて力強く放り投げます。
パラシュートが開傘したらすぐに、ライザー（Ｃまたは
Ｄ）あるいはブレークを出来るだけ左右対称に引き込ん
でグライダーを手繰り寄せます（万が一、パラシュート
が開傘しなかった場合は、レスキューブライダルを掴み
力強く引き込んでください。そうすることでパラシュー
トの開傘を促すことが出来ます）。
膝をくっつけ、足を僅かに曲げ、立ち姿勢でランディ
ングに備えます。着地と同時に斜めに転がり衝撃を和
らげます。
レスキューを外側へ２０～４５度の角度で引き出すと
最適になります。０～２０度あるいは４５～６０度の
範囲では引き出しにより多くの力が必要になります。
レスキューを投げる際には、着座姿勢になり脚をハー
ネスの下側に下ろし前傾姿勢を取ります。
安全のために定期的にシミュレーターにぶら下がって
訓練することを推奨します。

トーイング
トーイングによるスタートには、専用のレリースを取り付け
なければなりません。
レリースメーカーの指示に従って、ハーネスのカラビナ取り
付け位置にレリースを接続します。
トーイングに際しては、安全のため必ず専門の資格を持った
オペレーターの下で実施してください。

必須点検

!
- レスキューパラシュートの引き出し検査（トグルを
引き、レスキューがコンテナーから正常に引き出せる
- か）。
- ハーネス全体の状態の検査。.

!
レスキューパラシュートの開傘および専門家による
レスキューパラシュートのリパック（パラシュート
メーカーのリパックスケジュールが決められていな
い場合）。

６か月ごとの点検

1年ごとの点検

保守

ハーネスを使用しないときは、パラグライダーザック
に収納し、紫外線の当たらない乾燥した涼しい清潔な
場所に保管してください。
ハーネスが湿っている場合には、保管する前に十分乾
燥させてください。
ハーネスを運搬する時は、紫外線劣化や傷などが付か
ないようにバッグに入れて運搬するようにして下さ
い。また、湿ったままの状態で長時間の運搬は避けて
ください。

保管および運搬

レスキューパラシュートの開傘は、絶対に必要な
場合にのみ行ってください。
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時々、ハーネスの汚れを洗い落とすのは良いことです。
そのためには、中性洗剤を使い、ブラシで汚れを落と
し、その後十分に水洗いして洗剤を落とします。いずれ
にせよ、ハーネスのテープ、縫製、生地などを傷めるの
で、漂白剤などの化学薬品あるいは溶剤などは決して使
用しないようにして下さい。
ファスナーは、時々シリコンスプレーを使って滑りを良
くしてください。
ハーネスを定期的に埃っぽい環境（ダート、砂など）で
使用しているならば、定期的にカラビナおよびバックル
の保守・点検をするように忠告します：中性洗剤で洗
い、完璧に乾燥させてください。油は塗らないこと！
また、ハーネスを使用する前にカラビナおよびバックル
が正しく機能しているかの確認を行ってください。
特に海沿いでハーネスを使用している場合は、より一層
注意を払い、厳しく点検をしなければなりません。

クリーニングおよび
お手入れ

修理

i
お見積もりをご希望の際は、お電話またはメール
（sav@supair.com）にてお問い合わせください。

ストライク３の製造には最高品質の素材が使用されていま
すが、通常の使用に伴いハーネスが経年劣化する可能性
があります。
摩耗や損傷の兆候が見られる場合は、専門の認定施設に
送付し、点検や修理を受けてください。

当社製品は、厳格な安全基準および性能基準に基づい
て設計、試験、認証されています。
スップエアー製品のいかなる改造、改変、またはパラ
グライディング以外への使用も固く禁じられています。

耐用年数

改造禁止

リサイクル

!
以下の項目を念頭に、２年ごとにハーネスの完
全な点検を実施してください：
• テープ類（摩耗状態、裂け目があるか、悪影
響のある折り目があるか）
• バックルおよびカラビナの状態（摩耗、ク
ラック、正しく機能しているか）

!

ストライク3のテープや生地に使用されている繊維は、
軽量性と耐久性の最適なバランスを確保できるよう選
定・製織されています。しかし、長期間にわたる紫外
線への曝露、激しい摩耗、化学物質への接触といった
特定の条件下では、正規サービスセンターにてハーネ
スの点検を受けることが必須となります。あなたの安
全は、この点検にかかっています。

ハーネスに使用されているカラビナは、パラグライ
ディング以外（登山やトーイングなど）には絶対に使
用しないでください。
カラビナは５年あるいは５００時間使用したら交換す
ることを推奨します。

当社が使用する材料はすべて、優れた技術的特性と環境
特性に基づいて厳選されています。当社の製品に使用さ
れる素材は、いずれも環境に有害なものではありませ
ん。ほとんどの構成素材はリサイクルが可能です。
お客様ご自身、または専門の修理センターがストライク
３ハーネスの耐用年数が過ぎたと判断した場合は、金属
部品とプラスチック部品をすべて分離し、お住まいの国
で施行されている廃棄物分別規制に従ってください。
繊維部品の回収とリサイクルに関しては、繊維製品の取
り扱いを統括する団体にお問い合わせいただくことをお
勧めします。

生地
• ナイロン 210D R/S 44 ロビック
• MJ38
• ドミニコ１０D

テープ
• ダイニーマ 4 / 7 / 12 mm
• ナイロン 10 mm
• ポリプロピレン 10mm

素材

i
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保証
スップエアー社は、製品の設計および製造において細心
の注意を払っています。スップエアー社は、自社のパラ
グライディング製品に関して、通常の利用において生じ
た製造上の欠陥や設計上の不備に対し、2年間（購入日
から）保証します。誤った使用や不適切な使用、損傷の
原因となり得る過酷な環境（高温、強い直射日光、高湿
度など）への過度な曝露、および必須の定期点検の不履
行があった場合、本保証は無効となります。
スップエアー社の製品に何らかの改造が加えられた場
合、保証は自動的に無効となります。

免責事項

!

パラグライディングは、専門技術、専門知識そして正し
い判断を必要とするスポーツです。十分注意してくださ
い。認定されたスクールで練習し、適切な保険に加入
し、フライトライセンスを取得し、あなたの技術が気象
条件に適合しているかを確認してください。

スップエアー、ファルホークインターナショナル（有）
および販売店は、あなたのパラグライディング活動およ
び飛ぶ飛ばないの判断に対して責任は取ることはできま
せん。全てあなた自身の責任となります。

!

• 地域の動植物を尊重する
• 自然の中にゴミを捨てない
• 騒音を抑える
これらの行動を通して、地球とパラグライディングと
いうスポーツの未来を守ることに貢献できます。

環境に対する責任
パラグライディングはアウトドアアクティビティで
す。プレーする環境を守る責任はあなたにあります。
以下の点にご注意ください：

このスップエアーの製品は、パラグライディング専用
にデザインされています。スカイダイビングあるいは
ベースジャンピングのような他の活動に使用すること
は完全に禁止されています。

フライト装備
パラグライディングをするときに、パラグライディン
グ用として認証を取得しているヘルメット、適切な
ブーツおよび服装を着用することは、あなたの安全に
とって極めて重要です。また、あなたの体重にあった
レスキューパラシュートを正しくハーネスに接続して
おくことは必須です。
スップエアー製品群のすべてのアクセサリー、グライ
ダー、レスキューパラシュート（タンデム用を除く）
は、ストライク３ハーネスと互換性があります。詳細
については、弊社ウェブサイト（www.supair.com）を
ご覧ください。
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バンプエアの運搬と保守はハーネスに対するものと同
様です。衝撃吸収プロテクションの点検もハーネスに
対するものと同様です。バンプエアは圧縮された状態
で保管して下さい。

年に１回はプロテクションの点検をしてください。
ショックアブソーバーが損傷している場合は、専門
家に査定と修理を依頼するか、弊社まで
（sav@supair.com）ご連絡ください。
消毒については、sav@supair.com までご連絡くだ
さい。

プロテクションは、乾燥して換気の良い場所で室温で
保管してください。クリーニングに際しては清潔な水
のみを使用してください。
ショックアブソーバーが損傷している場合は、専門業
者に点検・修理を依頼するか、sav@supair.comまでご
連絡ください。
試験報告書およびEU適合宣言書は、弊社ウェブサイト
（www.supair.com/telechargements/）からダウン
ロードできます。

• EU基準2016/425に準拠
• プロトコルSP-003 09/2021により専門家によって

承認
• ＥU認証はホームページwww.supair.comで確認可能
• 認証はALIENOR CERTIFICATION n° 2754 ZA DU

SANTAL 86100 CHATELLERAULT Franceにより実
施

個人の保護具（ＰＰＥ）製造者：
SUPAIR s.a.s
Parc Altaïs, 34 rue Adrastée,
74650 CHAVANOD FRANCE
RCS Annecy 387956790 
Tel: +33 4 50 45 75 29 
www.supair.com

i

如何なるハーネスのプロテクションも怪我に対して完
全に防護してくれるものではないことを理解してくだ
さい。特にバックプロテクションは背骨あるいは骨盤
に起こりうる損傷を幾分和らげる程度です。またプロ
テクションでカバーされている体の一部にしか起こり
うる衝撃に対しての吸収効果はありません。

!
警告：衝撃吸収システムのいかなる改造および間違っ
た使用方法はシステムの性能を危険となるほど損な
い、それらの機能が正しく働かなくなることに注意し
てください。プロテクションは衝撃吸収する要素が存
在しかつ正しく装着されていることが必須です。従っ
て、各フライトの前に次のことを確認してください：
• バンプエアプロテクションが正しく適切に挿入されて
いる
• バンプエアプロテクション縫製部分と構成要素の状態
（穴、裂けめ、ほころび、変形など）

!
通常の使用状況下ではプロテクションの耐用年数は最大
５年となっています。
警告！激しい衝撃を受けた場合には、すぐさまプロテク
ションを交換しなければならない可能性があります。

ストライク３用
バンプエアプロ
テクション
あなたが購入されたハーネスはバンプエアによる衝撃吸
収システムを採用しています。このプロテクションは、
起こりうる衝撃に対してあなたを保護するもので、個人
の保護具（ＰＰＥ）に関するＥＵ基準２０１６/４２５
に準拠しており、CRITT-ＳP SL-００３0９/２０２１プ
ロトコルによる専門家により認証されています。
ハーネスのプロテクションのＣＥ認証は次の認証機関に
より実施されました： ALIENOR CERTIFICATION
n ° 2754, Z.A. du Sanital, 21 Rue Albert Einstein,
86100 Chatellerault, FRANCE
テスト レポートと EU 適合証明は、弊社のウエブサイト
イ（www.supair.com/telechargements/）で入手でき
ます。

運搬

点検及び修理

保管およびクリーニング

認証
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EUROPE / INDIA  112
USA / CANADA  911
CHINA / JAPAN  119
NEPAL  101
IRAN  112
AUSTRALIA  000
NEW ZEALAND  111

事故が起きたら

緊急電話番号

救助が必要?

フラッシュライトによるＳＯＳ信号
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購入日付：
購入者氏名：

販売店名・印：

 点検
 再販

日付
修理センター名/購入者氏名

 点検
 再販

日付
修理センター名/購入者氏名

 点検
 再販

日付
修理センター名/購入者氏名

 点検
 再販

日付
修理センター名/購入者氏名

整備履歴
このページをあなたのハーネスの整備履歴を把握するために活用してください。
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SUPAIR
34 rue Adrastée
Parc Altaïs
74650 Annecy - Chavanod
FRANCE 

RCS 387956790

45°54.024’N / 06°04.725’E Revision index:  12/06/2026

www.supair.com

輸入者　ファルホークインターナショナル有限会社
〒154-0021 東京都世田谷区豪徳寺1-53-12
https://www.falhawk.co.jp Email:info@falhawk.co.jp




